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2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方

① 第3回検討チーム会合 資料3-2には設計係数3.5に基づく
新規材料採用ガイドラインへの流れのみが示され、設計係
数4については示されていない。解説-8ではASME相当材が
同定されなかった材料についてはS値の設計係数は4とする
と記載されており、矛盾しているのではないか。
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② フロー中の「使用する材料の規格に同等材が存在するかに
ついて」について具体的な判断項目や基準があるか、ある
場合はその内容について示してください。また、判断項目等
がない場合はどのようにしているのか、説明して下さい。



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方

＜質問の背景＞
○ 新規材料を取り込む場合、「ASME相当材が存在するか」、「「使用

する材料の規格」に同等材が存在するか？」のいずれもがNoと
なったときに、「①新規材料採用ガイドラインに従う」とされ、設計
係数3.5と規定されている。

○ 他方、材料規格の解説8には、ASME相当材がない材料について
は、S値の設計係数は4とすると記載されている。

○ 新規材料採用ガイドラインでは、設計係数3.5が用いられているが、
設計係数の設定の考え方について説明してほしい。
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第3回検討チーム会合 資料3-2（再掲、変更なし）

ASME相当

材が存在す
るか？

新規材料＊1

の取込

許容値等の
見直し

①新規材料採用ガイドライン
に従う

Y

N

（SN材が該当）

N

ASME相当材
があるか？

別の方法を
検討
（実績なし）

N

Y

常温の規格値
が±10MPa
以内か？

Y

N

Sec.IIIで
NP＊2となって
いないか？

N

高温のSy値の

差異は妥当な
範囲内か？

Y

Y

N

③ASME相当材のSm値、S値、Sy値を参照し、
高温のSu値はASME規格値を上回らないように
今後設定する。

＊1：「Part 2 第 1 章 表 1 使用する材料
の規格」に記載のない材料

Y

＊2：not permitted

「使用する材
料の規格」に
同等材が存
在するか？

②ASME相当材の
許容値等を参照

（NCF625が該当）

②同等材の許容値
等を参照

（SCM435H等が該当）

回答
高温のSy値の差異の
妥当性判断基準
を次頁に示す。
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第3回検討チーム会合 資料3-2（続き）（再掲、変更なし）
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（第２回検討チーム資料の再掲）

高温のSy値の差異が10MPaを超えたものについて相当材か否か評価した
観点を以下に示す。

10MPaを超える温度範囲を確認
差分の最大割合（％）を確認

【判断根拠とした内容】
付録材料図表の値がASME規格値を上回っている。
試験データがASME規格値を上回っている。
化学成分、製造方法が同種の材料のSy値をグラフ化し傾向を比較。
付録材料図表のSy値及びSu値とASME規格のSy値及びSu値をグラフ
化し傾向を比較。

（（解説-0-2）2011年版の改訂内容 参照）



第3回検討チーム会合 資料3-2（続き）（再掲、変更なし）
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（第２回検討チーム資料の再掲）

高温のSy値の差異が
10MPaを超えるもので
相当材と評価した材料

（（解説-0-2）2011年版
の改訂内容 参照）



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方
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① 第3回検討チーム会合 資料3-2には設計係数3.5に基づく
新規材料採用ガイドラインへの流れのみが示され、設計係
数4については示されていない。解説-8ではASME相当材が
同定されなかった材料についてはS値の設計係数は4とする
と記載されており、矛盾しているのではないか。

回答
○他規格等の材料を取り込む際の考え方について改めて次頁

以降に示す。

② フロー中の「使用する材料の規格に同等材が存在するかに
ついて」について具体的な判断項目や基準があるか、ある
場合はその内容について示してください。また、判断項目等
がない場合はどのようにしているのか、説明して下さい。



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方
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ASME相当材と同定されたJIS材、原子力発電用規格材料の許
容値の設定

ASME相当材の許容値を参照する。
・S値の設計係数は3.5
・Su値の見直しは原則行わないが、ASME相当材の値を上回
る場合はASME相当材の値に合わせる。

なお、ASME相当材に同定されない材料については原則設計・
建設規格の「付録材料図表」の許容値（S値の設計係数は4）

ASME規格相当材同定フローを次頁に示す。



第1回検討チーム会合 資料1-3-2

図 ASME規格相当材同定フロー（2012年版制定時）

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

NO 

 

注：使用温度制限について 
700degF(371℃)を 375℃、 
800degF(426℃)を 425℃ 
とする。 

付録材料図表 
(除く可鍛鋳鉄) 

＋ 
SFVQ1B 
＋ 

JSME-N15~N21 

相当 ASME 
(metric) 材 の
同定* 

* 
JIS材の場合 
・金属材料データブック 
（改訂7版） 

・JIS B 8265圧力容器の構造
－一般事項（2003、2006
追補1、2008追補2）の解説
付表1 

JSME材の場合 
・2006年の材料分科会資料 
・化学成分比較表(新規作成) 

常温の Su、Syの
差異が 10MPa以下
の相当材がある

Sec.IIIでの使用が
NPとなっていない

か？ 

高温の Syの差異は
妥当か？ 

 Sm、S、Sy、Blt.材 Sm/Sの値を Sec.IIの値に
置き換える。この際、常温の Su、Syが異なる
場合は新規材料採用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ付録に基づき常

温の値を求め（四捨五入し整数値とする）、高温

の値は常温の値を上廻らないように定める。 
 Suは付録材料図表の値とする。 
 Sec.III における使用温度制限を超えて 800℃
までの高温の S 値を与える材料の使用温度制
限注を超える範囲の S 値は Sec.VIII の値を参
照する。 

 Sec.IIと付録材料図表とを包絡する温度区分にて許容応力表
を作成する。 

 使用する材料の規格表に材料記号単位に対応する外圧チャ
ート/物性値を明記する。 

  

 Sm値は新規材料採用 GLのルールで見直す。 
 ｽﾃﾝﾚｽ鋼を除く鉄鋼材料の S 値も新規材料採用
GLのルールで見直す（ただし設計係数は 4）。 

 その他の許容値は付録材料図表の値のままと
する。 

 常温の値は規格値に基づき見直すとともに、使
用温度制限も見直す。 

 450℃~800℃までの高温のS値を与える材料を
整理する。 
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補足説明（今回追記）
Sの値をSec.IIの値に

置き換えるということ
は設計係数3.5に見直
すということ。

補足説明（今回追記）
S値の設計係数は4の
まま。



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方
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【ケース１】
原子力発電用規格材料のJIS相当材の取込み

JSME-N12「耐食耐熱合金」のうちGNCF1について、そのJIS相
当材である以下のJISのNCF625を材料規格に取り込んだ。

・JIS G 4901「耐食耐熱超合金棒」
・JIS G 4902「耐食耐熱超合金，ニッケル及びニッケル合金－

板及び帯」
・JIS G 4903「配管用継目無ニッケルクロム鉄合金管」
・JIS G 4904「熱交換器用継目無ニッケルクロム鉄合金管」

GNCF1はASME相当材であることからそのS値の設計係数は
3.5である。同様にNCF625のS値の設計係数も3.5である。



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方
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【ケース２】
既存JIS材の同等材として新規策定されたJIS材の取込み

焼入性を保証した構造用鋼鋼材SCM435H、SCM440H及び
SCM445H（JIS G 4052「焼入性を保証した構造用鋼鋼材(H
鋼)」）を取り込んだ。

SCM435、SCM440及びSCM445にはASME相当材がないことか
らこれらのS値の設計係数は4である。

よって、同様にSCM435H、SCM440H及びSCM445HのS値の設
計係数も4である。



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方
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【ケース３】
新規材料採用ガイドラインに基づく新規材料の取込み

「新規材料採用ガイドライン」に基づき新規材料の許容値を設
定し材料規格に取り込む。

この場合のS値の設計係数は3.5
（ただし、ASME相当材でなくとも、ガイドラインで要求する種々
の情報が提出され、独自に許容値を設定するための十分な
データがあることが前提。）

例：JIS G 3136「建築構造用圧延鋼材」（SN材）

参考として末尾に「新規材料採用ガイドライン」の付録を添付



2. (1) 他規格等の材料を取り込む際の考え方
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「第3回検討チーム会合 資料3-2」の以下の範囲は削除させて
頂きます。

今回の説明資料のSH.4～SH.6



【参考】 新規材料採用ガイドラインの付録
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【参考】 新規材料採用ガイドラインの付録（続き）
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【参考】 新規材料採用ガイドラインの付録（続き）
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【参考】 新規材料採用ガイドラインの付録（続き）
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【参考】 新規材料採用ガイドラインの付録（続き）
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【参考】 新規材料採用ガイドラインの付録（続き）
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